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住
民
の
悩
み
や
地
域
課
題
を
多
職
種
の

メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
、
解
決
を
目
指
す

地
域
連
携
会
「
ミ
ナ
サ
ン
カ
」

　
益
城
町
に
隣
接
し
、
市
内
の
中
で

も
熊
本
地
震
の
被
害
が
大
き
か
っ
た

秋
津
・
桜
木
・
桜
木
東
・
若
葉
の
４
校

区
。
地
震
の
際
は
、
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
自
然
発
生
的
に
安
否
確
認
な
ど

を
行
い
ま
し
た
が
、そ
れ
は
同
時
に
、

「
包
括
ケ
ア
」の
必
要
性
を
感
じ
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
包
括

ケ
ア
の
実
現
に
向
け
、
地
域
に
あ
る

課
題
を
、
住
民
や
地
域
の
企
業
、
医
療

福
祉
事
業
者
で
共
有
し
協
働
し
て
い

こ
う
と
発
足
し
た
連
携
会
が
、「
ミ
ナ

サ
ン
カ
」で
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
厚
生
労
働

省
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
最
期
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
供
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
僑の
構
築
を
推
進
。
東
区
も

推
進
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
「
た
だ
供
地
域
包
括
ケ
ア
僑
と
言
っ
て
も

中
身
が
分
か
り
に
く
い
。
イ
メ
ー
ジ
は
、

供
共
に
支
え
合
う
地
域
僑
。『
ミ
ナ
サ
ン

カ
』で
は
、
住
民
と
地
域
の
企
業
（
銀
行
、

郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
、
飲
食
店
等
）
や
医
療

・
福
祉
の
プ
ロ
が
出
会
い
、
語
り
合
え
る

場
を
作
り
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て

お
く
こ
と
で
、
住
民
が
困
っ
た
と
き
、
行

政
や
『
さ
さ
え
り
あ
』
を
通
さ
な
く
て
も

直
接
つ
な
が
り
合
い
、
協
働
で
き
れ
ば
」

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。
議
論
の
質
を
上

げ
、
多
く
の
方
が
意
見
し
や
す
い
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
」
。

　
　
月
　
日
に
は
、
約
１
２
０
人
が
参

１１

１５

加
し
、
秋
津
公
民
館
で「
第
１
回
ミ
ナ
サ

ン
カ
」
が
開
催
さ
れ
、「
認
知
症
の
受
容
」

「
看
取
る
勇
気
」
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。ミ
ナ
サ
ン
カ
は「
で
き
る
時
に
、

で
き
る
人
が
、で
き
る
範
囲
で
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
よ
り
多
く
の
人
を
巻
き
込
み

な
が
ら
供
み
ん
な
で
支
え
合
う
地
域
僑
実

現
へ
と
歩
み
始
め
ま
し
た
。

と
、
さ
さ
え
り
あ
桜
木
・
秋
津
セ
ン
タ
ー

長
の
澤
池
伸
一
郎
さ
ん
。

　
「
皆
が
参
画
し
て
い
く
会
へ
」
と
の
思

い
で
名
付
け
ら
れ
た
同
会
。
今
年
６
月

に
行
わ
れ
た
発
足
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、「
地
域
で
で
き
る
見
守
り
と

は
？
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。

議
論
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

秋
津
ま
ち
セ
ン
が
サ
ポ
ー
ト

　
発
足
会
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）
を
、
主
に
医
療

福
祉
事
業
所
の
職
員
が
務
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
普
段
の
業
務
で
は
体
験
し
な
い

役
割
に
戸
惑
い
、
う
ま
く
議
論
が
進
ま

な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
…
。そ
こ
で
、
秋

津
ま
ち
セ
ン
が「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」の
実
施
を
提
案
。
　
月
に
研
修

１０

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
ま
ち
セ
ン
の
地
域
担
当
職
員
・
徳

留
こ
ず
え
さ
ん
は
、「
今
回
は
入
門
編
。

今
後
は
実
践
編
な
ど
、
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ

年３～４回開催予定の地域連携会「ミナサンカ」。他に月１回の定例会や地域ケア会議「ミニサンカ」も行われています

「ミナサンカ」には会長がいないの

も特長。一人一人が主体的に行動す

るよう、プロジェクトごとにリーダー

を決めて運営しています

皆さんが熱意を持って、積極的

に活動されている姿を見て、私

たちも刺激をもらっています。ま

ちセンでも、研修会などを通じ

て人と人がつながる場をサポー

トし、将来的に地域の担い手が

誕生することを期待しています。

秋津まちづくりセンター［写真左から］

徳留　こずえさん

所長　小島　陽一さん

平野　猛二郎さん

より良い進行を学んで

議論が活性化し、

課題解決につながれば
「ミナサンカ」メンバー［写真左から］

介護支援専門員　小田　潔さん

介護支援専門員　河北　大輔さん

理学療法士　平山　誠吾さん

　
発
足
会
で
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
を
務
め
ま
し
た
が
、ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

（
※
）の
や
り
方
も
分
か
ら
ず
、
初
対
面
の
人

同
士
を
ど
う
や
っ
て
打
ち
解
け
さ
せ
れ
ば
い

い
の
か
に
四
苦
八
苦
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

の
意
図
し
た
の
と
違
う
方
向
に
議
論
が
そ
れ

て
も
、
軌
道
修
正
で
き
な
い
ま
ま
に
討
論
が

終
わ
っ
て
し
ま
い
、
終
了
後
に
「
し
ゃ
べ
り
過

ぎ
」「
も
っ
と
意
見
を
引
き
出
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
反
省
も
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
講
師
か
ら
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
の
心
構
え
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
次
回

の
会
議
や
日
常
の
業
務
に
お
い
て
も
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１０月に行われた研修会の様子

熊本市内１７カ所のまちづくりセンターを、

それぞれのまちセンスタッフ（地域担当職員）が紹介します　！

活気ある地域の魅力を発信して

次世代につないでいきたい

　清水、城北、高平台、麻生田の４校区が管轄ですが、校区ごとの担当

は置かず、所長と２人の職員で全校区を回っているのが特徴です。地

域全体のことが把握でき、地域行事などが重なったときも臨機応変に

対応しています。エリア内には八景水谷公園と坪井川遊水公園があり、

さまざまなイベントも実施されています。そうした活力あるまちの情報

を発信していくのが、私たちの大切な役割。対外的にはもちろん、地域

住民にも魅力を再発見してもらい、誇らしい故郷を次世代へとつなぐ

担い手になってもらえればうれしいですね。

チームワークの秘けつは、隣接する八景水谷公園でのランチミーティング

“市民のオアシス”八景水谷公園に

意外な銅像!?

　清らかな湧水が流れる公園内には、芝生

広場や「水の科学館」があり、休日ともなれ

ば家族連れでにぎわうほか、高齢者の散歩

コースとしても人気です。中でも、園内の池

に約２５００匹の金魚を放して行われる「夏祭り

金魚すくい大会」（８月開催）には、近隣から

多くの人が詰め掛けます。さらに、トレードマ

ークの長烏帽子（えぼし）をかぶっていない、

珍しい加藤清正像も見ることができますよ。

　市内各校区で行われたさまざまなイベントの

様子や、これから行われる催しの情報を、まちセ

ンとの関わりなども交えて紹介します。

住民一体となって

避難訓練

　城南総合スポーツセンターを会場に、消防団と校

区防災連絡会・自主防災クラブが連携し、住民の集結

・避難訓練を行いました。午前９時のサイレンおよび

一斉放送を合図に、体育館内に集合。訓練開始式の後、

消防団は心肺蘇生法などの訓練を実施しました。

【城南地域避難訓練】

問城南まちづくりセンター

緯０９６４（２８）２２６０

音楽を通して地域の

交流を深めよう

訓練を組織づくり

にも生かす

　地元の消防団と防災クラブが企画した

防災イベント。小学生とその保護者や、災

害時に実働部隊として活動する消防団な

どが参加し、公園内の地下貯水槽のくみ

上げ訓練などを行う予定。また、今回の訓

練を今後の組織づくりにも生かしていきま

す。会場／錦ヶ丘公園

時間／１０時～１６時

【尾ノ上校区 学防災 】
まなぼうさい

問東部まちづくりセンター

緯０９６（３６７）１９４９

親子で楽しく

「大井手」を描こう　！

　加藤清正が造ったとされる農業用水「大井手」。その歴

史や魅力を知って、スケッチしてみよう　！　会場／新屋敷公

園　時間／９時～１５時　集合場所／ウェルパルくまもと

※集合後、井手沿いを歩いて会場へ移動　申し込み／事

務局（RKKメディアプランニング内）緯０９６（３５１）３８１９［平

日９時３０分～１７時］　申し込み締切／１２/２８木［定員３０名］

【大井手・白川親子スケッチ大会】

問中央区まちづくりセンター

緯０９６（３２８）２２３２

　飽田奏楽ネットワークとまちセンが主催し、

音楽を通して参加者同士が交流を深めると

ともに、飽田地域の人材発見と文化の振興を

支援するイベント。会場／飽田まちづくりセン

ター　時間／両日とも１２時半開場、１３時開演

（終演１６時予定）

【第１９回ながなすコンサート】

問飽田まちづくりセンター

緯０９６（２２７）１１１２
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